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情報・システムソサイエティ誌 第 22巻第 2号（通巻 87号） 【巻頭言】

学会の価値と役割

相澤 清晴
東京大学

このたび，ISSの次期委員長を仰せつかりま
した．これまで様々な形で本会の恩恵を受けて
きました．微力ながら，貢献したく思っており
ます．
私自身が，本会に縁を持ったのは，30年以上

前の修士 1年生のときになります．大学院に入っ
て，しばらくして音声認識の研究はどうかと勧
められたことがありました．自分なりに文献調
査する中で，当時，確か慶応大学で行われてい
た本会の秋季大会（FITやソサイエティ大会の
前身）に行き，音声関係のセッションを丸 1～2

日の間，聴講しました．深くは理解できないま
でも，生の話を聞くことで，分野の様子をうか
がうことのできるとても良い機会になりました．
結果的に縁あって，もう一つ次元の多い画像の
方へ進むことにしましたが，今から思えば，転
機でもある貴重な経験でした．
思うに，学会の会員にとって，学会の価値と
は，極言すれば，「コミュニケーション」と「アー
カイブ」ではないでしょうか．コミュニケーショ
ンには，先ほどの例のように，興味のある情報，
必要な情報を得る，自らの研究内容を発表する，
興味を同じくする人と議論や交流をするといっ
たことが相当するでしょう．アーカイブには，自
分の研究内容を正確な記録として後々に残す，他
者の記録を後々に参照することなどが相当する
と思います．この価値のために，学会は様々な
活動を進めています．コミュニケーションのた
めに，大会や研究会等々の大小の粒度の異なる

イベントを開いて場を提供していますし，アー
カイブのために，学会誌，論文誌を継続して作っ
ています．この役割は，時代を経ても変わるこ
とはないと思います．ただし，その手段や実現
方法は，最も効果的になるように，常時見直さ
れる必要があります．これらの営みの結果とし
て，主体的に参加する会員のコミュニティが育
ちます．本会は，先人のおかげで，これまで良
いコミュニティを育ててきたと思っています．
ビッグデータと IoT，それに続くAIブームの

おかげで，情報分野は，数年前に比べて，ずいぶ
んと目立つようになりました．AI関連のニュー
スは毎日のように目にしますし，国の科学技術
基本計画でも先頭に位置付けられ，産学ともに
活気づいていると思います．それらのトレンド
の根源であるコミュニティの活動がより豊かに
なるように学会には支援を期待したいし，そう
ありたいと思います．
最後に，表紙に関して一言述べます．奇妙な

絵柄だとお思いの方も多かったのではないかと
思います．私は，研究課題の一つに，食事記録
を長らく取り上げてきました．自身でも，もう
8年ほど毎食の写真をとっていて，生活の一部
になってしまいましたので，食事のデザインを
背景にしてもらいました．
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【研究会インタビュー (LOIS)】 情報・システムソサイエティ誌 第 22巻第 2号（通巻 87号）

研究会インタビュー ソサイエティ人図鑑 No.20

西 宏之さん

所属：崇城大学 情報学部長 教授
分野：音声・音響情報処理/音声対話システム

企業情報通信システム
家庭内情報通信システム

インタビュー：西尾直樹（聴き綴り本舗 nishio.info@gmail.com），記事作成：佃芳史春

—現在の研究についてお聞かせ下さい．

世の中の様々な場面で役に立つ音情報処理シ
ステムの研究に取り組んでいます．今，一番力
を入れているのは，音情報によるお年寄り見守
りシステムの研究です．ニューラルネットワー
クを使って，お年寄りの生活音を時系列的に認
識させて，異常を検知・通報する仕組みの研究
です．例えば，お茶碗の音や湯沸かしの音が食
事時に発生するのは問題なしと捉える．通常で
は考えにくいような音，例えば転倒音や過去に
観測されてない音などが発生すると，リアルタ
イムで「異常」と検知するようなことを考えて
います．
研究に必要なのはまず，データベースです．人

の声を対象としたデータベースはたくさん公開
されているのですが，生活音に関するデータベー
スはほとんどありません．そこで，熊本市内の
ある老人ホームに協力してもらって，24時間・
丸々1週間，入所者の生活音を録音させて頂き
ました．専用ソフトを作って，3台のPCにイン
ストールし，10名の被験者のデータを収集して，
そのデータを基に認識実験をしています．残念
ながら，認識率がまだ十分ではない状況ですの

で，これをいかに 100%に近づけるかが課題で
す．ただ，この課題を解決できるのは，今話題
のディープラーニングではないように感じてい
ます．ディープラーニングは世の中にある膨大
なデータから共通的特徴を発見する．でも，老
人ホームから集めたデータはそこまでデータ量
がない．もっと少ないデータの中から，別の方
法で，共通的特徴を見出す必要があるんじゃな
いかと思っています．先祖返りではないですが，
データ主導ではなく，アルゴリズム主導型の認
識手法の研究に執着したいと思っています．
それから，最近，音声認識型クイズを研究テー
マに加えました．オープンキャンパスで歴史上
の人物の絵や写真を表示して，「私は誰？」とい
う音声認識の『出し物』をやっています．正しい
名前を発声すると「正解！」と出て，間違うと，
「残念！」が出る設定なのですが，なかなかこれ
がうまくいかない．正解を言っているのに，か
なりの頻度で「残念」と出てしまうのです．ど
うしたらいいか，対策を学生たちと喋っている
うちに，このテーマを思いつきました．
例えば，音声コマンド認識では，認識誤りを
起こさないように，「エアコン」という言葉に対
して，「エアコンでよろしいですか？」と自動応答
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情報・システムソサイエティ誌 第 22巻第 2号（通巻 87号） 【研究会インタビュー (LOIS)】

させて，「はい」と答えれば，そこで初めて音声
認識を実行します．でもクイズはそうはいかな
い．例えば，徳川家光の絵を出して「私は誰？」
と出題したとします．解答者が「徳川家康」と
回答したときに，「徳川家光でよろしいですか？」
と確認してしまうと，正解を伝えてしまうこと
になります．音声認識でクイズをやろうとする
と，確認という手順で認識誤りを修正すること
ができないのですね．かと言って，確認なしで
は，誤った音声のまま次にいってしまう．クイ
ズの体をなさなくなります．
そこで，この研究では，単語類似度に着目し
ました．例えば類似度が 95%以上だったら正解
と見なす．逆に，類似度が 20%以下だったら，不
正解とする．問題は 20%から 95%までの間のと
きにどうするかです．
この場合は，判断ができないわけですから，「う
まく音声認識ができませんでした．もう一度おっ
しゃって下さい」と応答させます．そう聞かれ
れば，ちゃんと言い直しますよね．すると明瞭
な音が入ってきて，正解か不正解か判断が下し
やすくなります．二つの閾値の幅が広いと，「も
う一度おっしゃって下さい」が連発されること
になるので，いかにこの幅を狭くするかが重要
です．ただ，あまり狭くしてしまうと，今度は
エラーが増える．この二つの兼ね合いをどう調
整するかが課題です．面白いのは，出題される
クイズの正答率（事前確率）が，リジェクトの
幅に影響することが分かってきました．今その
辺をシミュレーションで明確にしているところ
です．

—研究者の道へ進まれた経緯をお話し下さい．

音にまつわる原体験は，大昔に，父が買って
きたオーディオでしょうか．当時は今みたいに
FMのステレオ放送がない時代で，1960年前後

だと思いますが，新しい物好きの父がある日，ス
テレオ装置を買ってきました．レコードプレー
ヤーがあるのは当然として，チューナーが 2台
ついている．当時は，NHKがちょうどAMでス
テレオの試験放送をしていた時代．左のチュー
ナーを総合ラジオに合わせ，右は教育ラジオに
合わせる単純な仕組みでステレオ音楽が聞けた
のです．左右から音が出ると，音が立体的に広
がりますよね．これのおかげで，ステレオって
「すごいな！」と，50年たった今でも思い出すく
らい，強烈な印象を受けました．
それでオーディオに興味を持って，中高時代

には，パーツ屋さんに行って自分でラジオを組
み立てたりしました．就職した後ぐらいになる
と，デジタル化の波が押し寄せてきて．LP レ
コードから CDへ移行し始めましたので，すぐ
に CDプレーヤーを買いました．小さいときか
ら，オーディオの変遷をずっと見てきた気がし
ますね．オープンリールとカセットテープが競
い合っている時代に，一時期だけ，Lカセット
というのがあったことを覚えています．
ラジオを組み立てた経験もあってか，大学で

は電子工学を専攻．卒業後は NTTの研究所に
就職しました．最初に配属されたのが電話機の
研究室．夢の電話機を研究する，というテーマ
だったんですが，私はコンピューターと電話機
を一体にすること自体より，音そのものに興味
があったので，音声認識，音声合成を電話機に
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【研究会インタビュー (LOIS)】 情報・システムソサイエティ誌 第 22巻第 2号（通巻 87号）

搭載できないかという立場で研究テーマを選び
ました．
NTT研究所は組織が大きかったので，音声認
識アルゴリズムを徹底的に研究する方々，音の
特徴パラメーターを研究する方々，言語モデル
を研究する方々，たくさんの専門分野に分かれて
分業的に研究が進んでいました．その中で私は
対話処理について，人間が話しやすい環境を提
供する対話のプロトコルというものについて研
究しました．音声認識の専門家だったら思いつ
かないテーマは何か，ということばかり考えて
いたような気がします．例えば，音の有無（ON-

OFFパターン）でどこまで会話の流れをコント
ロールできるか，というような．
また 4年間ほど事業部の開発部門に移り，コ

ンピューター制御のビジネス向け電話システム
の開発に携わりました．製造メーカや営業部隊
とも連携し，大量生産に耐え得る商品を開発す
るというのは非常に難しく，連日深夜まで，正
直大変でした．でもあるとき，こんなことがあ
りました．残業してクタクタになって入った新
橋の定食屋さんに，自分が開発に携わり半年ほ
ど前に発売開始された電話機が置いてあるのを
見つけたのです．このときは，本当に嬉しかっ
たですね．

—今後の展望や目標をお聞かせ下さい．

妙な言い方ですが，仕組みが明らかになると
いうことと，性能が向上するということがセッ
トで進められる研究をしたいです．訳が分から
ないけど，とにかく性能が上がったという研究
はあまり興味が湧かないですね．恐らく，突き
詰めれば，確率と統計なのだと思います．今の
機械学習の仕組みは，統計的にみて本当に最適
なのか．若しくはある程度のところまではいく
のだけれども，本当の最適解は別のところにあ

る可能性が残されているのか．相当真剣にやら
ないと根っこが見えてこない，いや一生掛かっ
ても見えてこない研究かもしれません．共同研
究や博士課程の学生とタッグを組んで研究でき
るといいなと思います．
それから大学としては，やはり学生の教育こ

そが非常に重要です．大学入学時から学年ごと
に学びを深められるようなプログラムや制度を
考え，順次導入を始めています．現在は大学院
に進学する学生は少ないのですが，これらの仕
組みを通じて，研究者や開発専門職を目指す人
が増え，大学内の研究が加速していくようにな
ればと考えています．

—研究会についてお聞かせ下さい．

LOIS（電子情報通信学会ライフインテリジェ
ンスとオフィス情報システム）で委員長をして
いて，今年が任期の最終年度です．この研究会
の歴史は 30 年以上．オフィス系の情報処理技
術やネットワーク系インフラ技術を中心に企業
と大学が連携した研究会でした．FAX，コピー
機，構内通信システムといった，オフィスにま
つわる技術をまとめて研究しようというので立
ち上がったと聞いています．当時の略称は「OS」
だったんですが，オペレーティング・システム
と混同して紛らわしいということで，OFSにな
りました．やがて，オフィスだけでなく，コン
シューマー系も含めて，広く情報システムを取
り扱うことになり，OIS (Office and Information

Systems)になり，さらに LOIS (Life Intelligence

and Office Information Systems) になったのは
2009年 4月からです．
研究会の目的は，ライフログを中心に，人間

の知的活動をサポートし，人間がより豊かな生
活を楽しむお手伝いをすること．その目的に合
致すれば，どのような研究でも歓迎です．実際，
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情報・システムソサイエティ誌 第 22巻第 2号（通巻 87号） 【研究会インタビュー (LOIS)】

医工連携，農工連携，SNSとの連携など，異分
野交流が活発です．近年のホットワードは「ラ
イフログ」．例えば，作物のライフログ．ZigBee

という電波で情報を飛ばす仕組みを使って，ビ
ニールハウスの温度や湿度など，様々なデータ
を収集して，農業の自動化を促す．また，SNS

を入力センサーと捉えて，人のライフログを蓄
積する．そうしてできたビッグデータを分析し
て，意思決定を支援する．そういった研究発表
が盛んです．
昔は，画像処理や構内網など，要素技術の専
門家が自分の技術をアピールする場，あるいは
出口としてのニーズを探す傾向が強かったよう
ですが，最近は，人間の社会生活をもっと豊か
にするために必要なものは何なのかを議論し合
う集まりに変わってきました．個人的には，今
の研究会の流れを邪魔せずに，専門の違う研究
者同士が相互に刺激を与える場の雰囲気を，大
切にしたいと思っています．

—最後に趣味，興味関心をお聞かせ下さい．

読書です．通勤時間はほぼ本を読んでいます
ね．学生時代は SF小説派でしたが，今はミステ
リー小説．「謎」が存在していることが好きなん
です．解くことよりも謎の存在．「なぜだろう」が
いっぱいあるとワクワクします．東野圭吾，宮部
みゆき，道尾秀介などの良い作家の作品は，ミ
ステリーの中に人間ドラマがあって，奥が深い．
それからバイオリン．大学時代に学生オーケ
ストラに入っていたんですが，社会人になって
からはなかなか時間がなくて．定年後の人生を
豊かにするために，バイオリンを再開しました．
市内の楽器店で月 3回のレッスンがあるのです
が，綺麗な音が出なくて苦労しています．例え
ば，最近分かったことですが，弾き始める直前，
弓を弦に置く瞬間に，小さいですが，「ギッ」と

音がするのです．本人は左手の音程がきちんと
取れているかに注意がいっていますから，その
異音になかなか気がつかないんですね．ところ
が，練習を録音して，客観的に聞くとすごくよ
く分かる．左手の音程が外れているより，右手
の異音の方がずっと耳障りです．
今は練習の成果もあって，弓を弦に置いても

異音が出ないようになりました．目下，発表会
での演奏を目標に練習を重ねています．
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【研究最前線 (KBSE)】 情報・システムソサイエティ誌 第 22巻第 2号（通巻 87号）

日本のソフトウェア技術者の置かれた位置

金田 重郎
同志社大学

1. はじめに

電子情報通信学会・知能ソフトウェア工学研
究会（SIG-KBSE)では 2017年 1月研究会にお
いて，「世界から見た日本のソフトウェア技術者・
ソフトウェア技術」と題して，シンポジウムを
開催した．IPA RISEによる同志社大学への 2年
半に及ぶ委託研究「日本のソフトウェア技術者
の生産性及び処遇の向上効果研究：アジア，欧
米諸国との国際比較分析のフレームワークを用
いて [1]」の内容紹介である．当日聴講されてい
た先生の中には，「学生には聞かせたくなかった」
という声もあったが，「日本のソフトウェア技術
者について，うすうすそうだろうと思っていた
ことが，数値として出てきた」との印象である．
シンポジウムの内容全てをここでは述べられな
いが，印象に残った点を御紹介したい．
2. 個票調査から見える労働条件

2.1 仕事への満足感

委託研究では，日，米，独，仏，中国への個票
調査に基づいて，人的資源管理論の視点から見
た，ソフトウェア技術者の置かれた立場の比較
を行っている．図 1は，質問票の 1) 自分の能力
を発揮できる，2) 自分の担当職務に期待される
成果を出せている，3) 重要な仕事を任されてい
る，の三つの問に対する回答データを主成分分
析し，その第一主成分得点を主観的生産性指標
としたものである．本来なら物理的な生産性を
比較したいが，それが難しいので，担当者の満
足度を質問している．人的資源管理論では，よ
く使われる手法である．ERP関係者，組み込み

図 1. 主観的職務生産性の 5か国比較

ソフト関係者ともに，日本の指標は低い．
なお，シンポジウムでは，ソフトウェア生産

性の国際ベンチマークデータ ISBSG [2]を用い
た生産性の国際比較の結果も報告された．詳細
は文献 [3]，[4]を参照されたい．我が国では初め
て，ISBSG本部から国別マーカを入手して，国
別の生産性を比較している．我が国のソフトウェ
ア生産性は，国際的にみて，上位グループとは
言い難い．ちなみに，データ上で最大はフィン
ランドであった．
2.2 勤務時間と労働単価
上記の不満の原因は何であろうか？ 一つの

可能性は勤務時間である．図 2は，ERP技術者
の週当たり労働時間の分布である．日本は週 50

時間以上が 27.2%に達する．この数値は，中国
をはるかに上回る．一方，ドイツでは，そのよ
うな長時間労働が存在しない．近年，ドイツ等
の西欧先進国では，ソフトウェア技術者は，年
に 1回，1か月の休暇を取ることができる．本稿
では紹介できないが，為替レートではなく，実
質的な購買力で各国の給与レベル（購買力平価
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図 2. ERP技術者の週当たり労働時間分布 (%)

図 3. 主観的職務生産性の 5か国比較（管理職）

表示）を比較すると，2015年の組み込みソフト
ウェア技術者の時給比較で，独 100，米 85，仏
62，中国 34，日 53となり，欧米に比べて日本の
技術者は恵まれていない．
3. 日本のソフトウェア技術者の課題

調査から見えてきた，若手ソフトウェア技術
者の課題について触れておきたい．図 3は，図 1

と同じであるが，管理職に対するデータである．
注目すべきは，管理職・組合員全体の図 1では，
中国よりも日本の満足度は低かったが，図 3を
見ると，管理職に関しては悪くはない．少なく
とも，中国よりは良いスコアである．日本で仕
事に満足できていないのは，組合員（若手）で
ある．これは更なる分析が必要であろう．
図 4は，ソフトウェア技術者の週当たりの自

己啓発時間である．圧倒的なのは，米国と中国
の自己啓発である．アメリカと中国の職業意識
の類似度を見て取れる．一方，日本は自己啓発
に無縁なソフトウェア技術者の割合が多い．

図 4. ソフトウェア技術者の週当たりの自己啓発時間

4. おわりに

この委託研究は，IPA RISEとして，初めて
「文系」の研究者に委託したケースであった．IPA
側にも受託側にも，当初，戸惑いがあったよう
である．しかし，結果として，日本のソフトウェ
ア技術者の現状を，数値として，かなり明確化
できたと感じる．
これからのソフトウェア技術では，ビジネス
創成やコミュニケーションの視点の重要性が更
に増す．技術系学会では，どうしても「カラク
リ」が欲しくなるが，このような社会科学的な
アプローチにも，情報・システムソサイエティ
の興味を広げてもよいのではないだろうか．
参考文献
[1] http://www.ipa.go.jp/sec/reports/20161125.html

[2] http://isbsg.org/

[3] https://www.ipa.go.jp/files/000055653.pdf

[4] 古山恒夫，“国際ベンチマークデータによるソフト
ウェア生産性の国別比較，”信学技報，KBSE2016-

33, Jan. 2017.
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データ工学研究会の活動と研究領域

小口 正人
お茶の水女子大学

1. データ工学研究会の活動

電子情報通信学会データ工学研究会は，情報
処理学会データベースシステム研究会及び日本
データベース学会と密に連携し，データ工学研
究のコミュニティを形成して研究活動を行って
いる．具体的な活動としてはまず，この 3組織
の主催によるコミュニティの年間最大のイベン
トである「データ工学と情報マネジメントに関
するフォーラム (DEIM Forum)」が毎年 3月に
開催されている．DEIM Forumは，2009年にそ
れまでの「データ工学ワークショップ (DEWS)」
から引き継がれた合宿形式のフォーラムで，年々
規模の拡大が続いており，現在は参加者数 600

名ほど，研究発表 400件ほどの巨大な会議となっ
ている．論文査読は行わない学生の発表が中心
の会議となっており，ポスター発表によるイン
タラクティブセッションや BoFセッションなど
様々なイベントも開催される．
DEIM Forumの次に大きな規模のイベントと

しては，「Webとデータベースに関するフォーラ
ム (WebDB Forum)」が 9月に開催される．こち
らは合宿形式ではなく，査読論文の発表を中心
とした会議となっている．併設して国際ワーク
ショップである iDB特別ワークショップや，デー
タ工学研究会，データベースシステム研究会な
ど通常の研究会も同時開催される．
また 6月には，これもデータ工学研究会が主

催に名前を連ねる「ソーシャルコンピューティ
ングシンポジウム (SoC)」が開かれる．この他，
3月の「電子情報通信学会総合大会」や 9月の

「情報科学技術フォーラム (FIT)」において企画
セッションを催すなど，データ工学研究会の活動
は年間を通してアクティブに行われている．次
節以降で，データ工学研究会がターゲットとし
ている研究領域の最前線の様子を紹介する．
2. ビッグデータの行く末

現代社会においては，人や機械が生み出すビッ
グデータが膨大になっている．スマートフォンを
はじめとする高機能なモバイル端末の普及によ
り，ユーザはいつでもどこからでも思いのまま
にデータを発信できるようになった．またセンサ
やカメラなどの IoTデバイスも発達し，データ
は休むことなく生成され，発信され続けている．
ここではユーザが直接発信したり受信したり

するビッグデータに焦点を当てると，例えば2016

年には，1分間に Twitterでは 44万 8千件のつ
ぶやきが発信され，Facebookでは 330万回の投
稿がなされ，Instagramでは 6万 5千枚の写真
が投稿され，YouTubeには 500時間のビデオが
アップロードされた [1]．1人のユーザから見た
ら想像を絶する膨大な量となっており，全体と
して増加の一途を辿ってきているが，このデー
タ量が増加し続けるのかどうかは興味深い．個々
のサービスを追ってみると，数年間で一気に拡
大しているものもあるが（例えば上記の例で，
YouTubeのアップロードデータは過去 3年間に，
毎分 300時間，400時間，500時間と増加し続け
ている），必ずしもそこまでの増加率は見せて
いないサービスも存在する．サービスの流行り
廃りもあるだろうが，SNSなどの場合は人間が
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対応できるデータ量を超えるほど多くなってし
まったら，まともに利用できない．
そのような場合，もはや人間が読むのではな
く，機械に読み取らせて必要な内容を教えて欲
しいとユーザが願うようになるかもしれない．
データ工学研究会が主催している会議で，どの
ようなトピックの研究が行われているかを見る
ことにより，ユーザが何を欲しているのか，そ
してビッグデータの行く末のヒントが見えるで
あろうか．DEIM Forum 2017 で発表件数が多
かったトピックは，情報検索・推薦，情報抽出・
要約，データマイニング，テキストマイニング，
Web，ブログ，ソーシャルネットワークなどで
あった．元々はデータベース技術に関する発表が
中心だったデータ工学研究会の会議で，これら
のトピックが発表数で中心的となっている現状
が意味することは，本来人間が読むことを前提
に生成されたデータまでも含めて，コンピュー
タに読ませて理解させ，必要な情報だけ教えて
欲しいとユーザが願っている証左であろう．
3. データ工学と周辺領域の融合

前節に述べたようにデータ工学の領域は拡大
しつつ，周辺領域との融合も進んでいる．現在，
情報処理分野は第 3次人工知能ブームの只中で
ある．幾つかの応用において，人工知能を利用
した技術が，従来の期待を凌駕する結果を出す
ようになった．人工知能が冬の時代を経てブー
ムと呼ばれるに至った直接のきっかけは，機械学
習，とりわけディープラーニングの果たした役
割が極めて大きい [2]．ただしこれは，機械学習
の手法が突然進化したわけではない．ディープ
ラーニングは従来から存在するニューラルネッ
トを多層化したものであり，機械学習が従来の
期待を上回る結果を出した根源的な理由は，情
報通信技術の発展によって，大量のデータを扱
うことが容易になった点にあると考えられる．
すなわち，人工知能がデータから学習するよ

うになったことが，現在の人工知能の飛躍的発展
を支えているといえる．こうなるともはや，デー
タ工学領域と人工知能領域に特段の境目を設け
る理由はないであろう．DEIM Forum 2017の招
待講演では，上田修功NTTフェローに「機械学
習研究の新展開 —各種サイエンス分野への技
術貢献—」という題目で，ビッグデータ解析の
ための機械学習技術についてお話頂いた．その
ように，データ工学領域と人工知能領域が融合
しながら発展して行くことが望まれている．
4. データ処理の基盤システム技術
コンピュータの基盤技術は，これまでコンピ

ュータシステム基盤領域と呼ばれるコミュニティ
が主に担当してきたが，ここでもデータ工学領
域との融合が進んでいる．例えばデータ工学研
究会は，2017年電子情報通信学会総合大会にお
いて，「ビッグデータ基盤技術の潮流」という企
画セッションを開催した．これは，両領域にま
たがった研究テーマに関する議論である．
またコンピュータシステム基盤領域におい

て，長年国内の中心的なイベントであり続けた
JSPP，SACSIS，ACSIと呼ばれる一連の会議は，
2017年より形式を変え，xSIGとして再出発した．
これは「cross-disciplinary Workshop on Com-

puting Systems, Infrastructures, and Program-

ming」という正式名称に現れているとおり，研
究分野を横断する会議を目指して発足しており，
データ工学研究会も主旨に賛同して，xSIG2017

の協賛に名前を連ねた．このように，周辺領域
との協業や融合がデータ工学研究会での重要な
課題となっている．
参考文献
[1] R. Allen, “What happens online in 60 seconds?,”

http://www.smartinsights.com/internet-

marketing-statistics/happens-online-60-seconds/

[2] 松尾 豊，“人工知能の未来—ディープラーニン
グの先にあるもの，” http://www.soumu.go.jp/

main content/000400435.pdf
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ISS活動功労賞・ISS査読功労賞・ISS論文賞
おめでとうございます

平成 29年度の ISS活動功労賞・ISS査読功労賞及び平成 28年度の ISS論文賞の表彰式が，機械振
興会館において 6月 16日に開催されました．受賞者の氏名と貢献内容，あるいは論文名を御紹介し
ます（敬称略）．

ISS 活動功労賞
市ヶ谷 敦郎 画像工学研究専門委員会幹事，和文誌編集委員としての貢献
松原 繁夫 人工知能と知識処理研究専門委員会委員長・副委員長・幹事としての貢献
柏野 邦夫 パターン認識・メディア理解研究専門委員会副委員長，画像の認識・理解シンポジウム運営委員長

としての貢献，総合大会，FIT への貢献
川村 正樹 マルチメディア情報ハイディング・エンリッチメント研究専門委員会幹事・副委員長としての貢献
須栗 裕樹 ソフトウェアインタプライズモデリング研究専門委員会幹事，委員長としての貢献
坪下 幸寛 ソサイエティ誌編集幹事・編集特任幹事・編集委員としての貢献
吉本 潤一郎 和文論文誌編集委員としての貢献
川西 隆仁 和文論文誌編集委員としての貢献
津邑 公暁 英文論文誌編集委員，幹事，および委員長としての貢献
加藤 毅 英文論文誌編集委員としての貢献
堀田 裕弘 FIT2016 現地実行委員長としての貢献

ISS 査読功労賞
吉本 潤一郎 論文誌査読委員としての貢献
目加田 慶人 論文誌査読委員としての貢献
久保田 彰 論文誌査読委員としての貢献
延原 章平 論文誌査読委員としての貢献
島田 敬士 論文誌査読委員としての貢献
小坂 哲夫 論文誌査読委員としての貢献
高橋 友和 論文誌査読委員としての貢献
岩野 公司 論文誌査読委員としての貢献
松谷 宏紀 論文誌査読委員としての貢献
土屋 達弘 論文誌査読委員としての貢献

ISS 論文賞
“Privacy-Enhancing Queries in Personalized Search with Untrusted Service Providers”

Yunsang OH, Hyoungshick KIM, Takashi OBI 2012 年 1 月号 英文論文誌 D
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学術奨励賞おめでとうございます
平成 28年度学術奨励賞を受賞された方々のうち，情報・システムソサイエティで推薦した 8名の

方々の氏名，所属と論文タイトルを御紹介します（五十音順・敬称略）．受賞から時間が経ってしま
いましたが，本誌を通じて改めてお喜び申し上げます．

亀田 裕介 東京理科大
“数値的安定性を保証した YUV-Dフロー推定法”

小林 達也 KDDI研
“バンドル調整に基づくオンライン法線方向推定”

小松 美穂 名大
“高階調カメラを用いた極端な照明条件下の特定物体検出に関する検討”

鈴木 晴住 NTT

“個人が生成するデータの帰属性保証についての検討”

服部 亮史 三菱電機
“混雑状態解析・可視化に基づくイベントセキュリティシステムの提案”

本庄 紘士 阪大
“概念の抽象度を考慮した時空間及び視覚的特徴量に基づく画像認識”

溝口 誠一郎 KDDI研
“マルチドメイン SDN連携アプリケーションのセキュリティに関する考察”

山本 琢麿 東芝
“高精度フレーム補間手法”
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プライバシーを考慮した社会情報流通
フレームワーク構築に関する研究

呉 潤相
東京工業大学

（現 NTTドコモ）

キム ヒョンシク
University of Cambridge

（現成均館大学校（韓国））

小尾 高史
東京工業大学

このたびは私どもの研究に対して，IEICE-ISS
論文賞という名誉ある賞を賜り，心より御礼申
し上げます．本論文 [1]は，ネット上に流通して
いる様々な情報から個人の特定を可能とする情
報を動的にフィルタリングし，プライバシーを
考慮したサービス提供を可能とする技術を提案
したものです．
本論文では，ウェブ上の多くのサービスプロ
バイダは信頼できないことを前提に，チャンネ
ル暗号化などによる第 3者への情報漏えい防止
だけでは根本的な個人情報の保護に結びつかな
いという考えを基にしています．特に，本研究を
開始した時点では，直接的に個人を特定可能な
IDを用いなくてもほかのデータとの組合せで間
接的に個人特定を可能とする Quasi-ID [2]に関
する考慮があまり進んでおらず，何か新たな実
用的な方法がないかと考えたことが，本研究を
始めたきっかけでした．既存の研究でも，ネット
等にDBを公開する前に一般化 (Generalization)

し，Quasi-IDになる可能性がある情報の匿名性
を高める仕組みの提案はありましたが，本論文
では運用コスト負担を低く押さえ，実際のシステ
ムへのデプロイを考慮した仕組みとして，Query

Generalizerという新しいフレームワークを提案
しました．

Query Generalizerでは，ウェブユーザがサー
ビスプロバイダに提供する情報に対して個人特
定のリスクをエントロピーの形で評価し，エン
トロピーを高めるように提供するユーザデータ
を加工することで，個人特定に必要な計算の複
雑度を高める工夫を行っています．そして，こ
の手法を用いることで，個人特定のリスクを低
減しつつ，サービスプロバイダから提供される
サービス品質を維持可能であることを実データ
により明らかにいたしました．本論文投稿時に
は，編集委員や査読者の方々から有益な助言を
多く頂き，論文の価値を高めることができまし
た．この場を借りて感謝いたします．
これから日本でもビッグデータ活用など，分

散された個人情報を連携させることが活発に行
われると予想されます．今後も，ビッグデータ
分析技術やシステム性能の進化を考慮して，本
研究を進めていきたいと考えています．
参考文献
[1] Y. Oh, H. Kim, and T. Obi, “Privacy-Enhancing

Queries in Personalized Search with Untrusted

Service Providers,” IEICE Trans Inf & Syst.,

vol.E95-D, no.1, pp.143–151, Jan. 2012.

[2] T. Dalenius, “Finding a needle in a haystack or

identifying anonymous census records,” J Official

Statistics, vol.2, no.3, pp.329–336, Sept. 1986.
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FIT2017 進捗報告

浜田 宏一
日立製作所

第 16回情報科学技術フォーラム (FIT2017)が
2017年 9月 12日（火）～14日（木）の会期で東
京大学本郷キャンパス（東京都文京区本郷）に
て開催される．
今回の FITより査読付き論文を廃止し選奨論
文制度を導入する．論文の種類は選奨論文と一
般論文となり，選奨論文の中から最も優秀な論
文 3件以内が船井ベストペーパー賞に，優秀な
論文 7件程度が FIT論文賞に選ばれる．また，
一般論文も含めた全ての発表のうち一定の年齢
制限，会員資格（詳細は [1]参照）を満たすもの
から FITヤングリサーチャー賞が選定される．
2013年に創設されたFIT奨励賞を今年も実施

する．これは一般論文を対象に，座長の裁量で
優秀な発表 1件をセッション毎にその場で選定
する賞であり，昨年は 93名が選定された．
情報科学分野に顕著な功績のある方に贈呈さ
れる船井業績賞には，厳正な審査により，東京
大学名誉教授でマイクロソフトリサーチアジア
首席研究員の池内克史先生の受賞が決定してい
る．「Computer Vision分野における世界的研究
業績と人材育成」と題した記念講演が 9月 13日
（水）に表彰式に続いて行われる．
その他にも，電子情報通信学会創立 100周年

記念イベントや，研究会や各種委員会等から提
案された多数のイベントが企画されている．
9 月 12 日（火）
•デジタルゲリマンダーの脅威
•東大・情報理工研究 100連発
•データ研磨によるビッグデータからの高精度
クラスタ発見とその応用

•画像・映像のプライバシー・イノベーション
検討WGからの報告・提言

•機械学習と量子物理学の交差点
•情報学的アプローチによる「情報科」大学入
学者選抜における評価手法の研究開発

•オープンデータ活用の最前線
• Joy, WorkPlace（仮） with 輪読会
9 月 13 日（水）
•安全保障と社会を守るサイバーワールド
•デジタルとアナログの融合
•電子情報通信学会創立 100周年記念：人工知
能は人間の幸福度を測ることができるか？～
主観的 QoL 計測におけるパターン認識・メ
ディア理解技術の可能性を探る～

•食の情報処理～これまでの 10年，これからの
10年～

•大学教育とラーニングアナリティクス基盤
9 月 14 日（木）
•インターネットは心理学研究に FIT するか？
•不動産テック～不動産× AIが拓く不動産の
未来～
また，会期中は企業等による展示会の開催も
予定されている．
講演プログラムや会場情報などは，以下の

FIT2017のWebページを御覧頂きたい．http://
www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2017/index.html

なお，来年の FIT2018は福岡工業大学での開
催が予定されている．
参考文献
[1] http://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2017/award.

html
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ソフトウェア工学の歩み

フェロー 海尻 賢二
信州大学

1. はじめに

執筆依頼を頂いて何を書こうか考えた．考え
てみれば半世紀近く情報関係の研究を行ってき
たが，始めた頃の状況と今の状況では全く異なっ
ている．何が変わって，何が変わっていないの
か，情報工学（というか，ソフトウェア工学）に
絞って考えてみたいと思う．筆者は通信工学科
出身であるが，4年生からはもっぱらソフトウェ
ア工学（とはいえ，その当時は日本ではソフト
ウェア工学という言葉使われていなかった）を
対象としてきた．
2. 情報工学事始め

本稿を読まれる方は御存知と思うが，日本の
情報工学科は 1970年に京大と阪大に設置されて
から始まった．筆者自身は 4年生で 2206という
NECの計算機を使っての機械語でのシステム開
発がスタートであった．当時の情報工学の研究
というと，主たるものはアルゴリズム及び計算
機利用の基本技術の研究であった．それを端的
に表しているのが Donald E. Knuthの The art

of computer programmingではないか．当時は
この本をはじめとして，コンパイラ本やアルゴ
リズム本が多く出版された．ボリュームに圧倒
されながら読んだ記憶がある．実をいうと筆者
の博士論文はこの書に書かれていたアイディア
を種としている．
当時は計算機はまだ一般の人の目に触れるも
のではなく，特殊な仕事の道具として，計算機
をいかに使いこなすかが主たるテーマであった．
そのためアルゴリズムとかシステムそのものの

作り方の研究が大半であった．
筆者が大学院を出て就職した大学では，情報

工学科として日本で初めて TSS（タイムシェア
リングシステム）を導入していた．それまでは
バッチ処理であった．したがって学生（といっ
てもTSSが実際に使えるようになったのは情報
工学科発足の 4年目からであった）は TSS端末
でのプログラミング演習を行った．当時の端末
は 24行 × 80字のものであったが，アルゴリズ
ムや全体の構成を考えずに端末に直接にプログ
ラムを打ち込むという悪弊が既に始まっていた．
しかしバッチからTSSへの移行はユーザインタ
フェイスの考え方を生んだ．
3. 計算機の大衆化とインターネット開始

1976年には Apple Iが，そして 1979年には
NEC PC8001が発売され，計算機の大衆化が一
挙に進んでいった．当時のPCにはプログラミン
グ言語が標準で用意されており（というか，アプ
リケーションはそれほどなく），ソースプログラ
ム若しくは機械語コードで流通しているゲーム
ソフトを，自らインストールするというような
全くのマニアのレベルの使い方が多かった．し
かしそれからの進化は早く，1984年にはGUIを
基本とするMacintoshが発売されている．Win-

dowsの真の GUI化は 1995年のWindows95か
らであった．しかしまだこの当時までではソフ
トウェアという明確な認識はなく，多くて数人，
少ないと１人で開発している状況であり，ソフ
トウェア工学の必要性は認識されていなかった．
しかしここに個人用計算機（いわゆるPC）の爆
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発的普及，そしてインターネットの普及があり，
計算機の用途が急速に広がることになる．これ
に伴いソフトウェアとしての認識が生まれると
ともに，ソフトウェア自身の規模の爆発的増加
があり，工業製品としての認識が生まれる．この
頃より工学的アプローチでのソフトウェア開発
の研究が始まる．すなわち信頼性の高いソフト
ウェアを信頼性の高い生産プロセスでどのよう
に効率的に作るかが課題として認識されてきた．
4. インターネットの普及とWEB

この両者はソフトウェア（というか情報シス
テム）の使い方に抜本的な変革をもたらした．
結果，ソフトウェア工学的にも多くの問題を生
んだ：
•インターネットセキュリティ
•一般ユーザから見たところの GUI

•要求という観点から情報システムをきちんと
捉えるための要求工学

•オブジェクト指向，コンポーネント指向等の
部品ベースのソフトウェア開発

•クライアントサーバの形式の分散システム
このように，より上流の行程，ユーザに近いレベ
ル，更には他の工業製品に近いレベルでの問題
に着目するようになってきた．またアプリケー
ションが，個別の専用アプリ（そして専用回線）
からインターネットベースのWEBアプリへ移
行していった．この頃より一般ユーザが計算機
（というか計算機をフロントエンドとしたシステ
ム）を使うようになり，従来の捉え方（ユーザ
は計算機利用のプロ）では解決できない，多く
の解決すべき問題を生み出した．
5. スマートフォン及びタブレットの時代

筆者にとって，次のニュースは衝撃的であっ
た『OS世界シェア，アンドロイドが初の首位　
ウィンドウズと 0.02ポイント差』（2017年 4月 3

日，アイルランドの民間調査会社スタットカウ
ンターが発表）．もちろんこれは PC＋タブレッ

ト＋スマートフォンでの話ではある．しかし昨
今の大学生を見ていると PCは本当に必要なの
かという疑問が真実味を帯びる．筆者のような
世代では PCは PC，タブレットはタブレットと
使い分ける．現にこの原稿は PCで書いており，
タブレット，ましてやスマートフォンで書こう
とは思わない．インターネットとWEBによっ
て，個別アプリからWEBアプリへ移行してい
たが，これがある意味元へ戻り，タブレット上
ではほとんどが個別アプリになっている．必然
的にソフトウェア工学の対象が変わってくる．1)
個人持ち携帯端末の業務活用 (BYOD)での問題，
2)利用者層に合わせたGUIのカスタマイズ，3)

部品化，4) OSの 4極化 (Windows, Mac, iOS,

Android)に伴う，アプリの作成法．しかしなが
ら現在のソフトウェア工学では，一部セキュリ
ティ対策問題は別として，スマートフォンやタ
ブレットを対象にしていない．GUIを考えても，
PC+マウス，PC+タッチパネル，スマートフォ
ン（若しくはタブレット）ではユーザビリティ
の評価等の視点は大きく異なる．
6. これからのソフトウェア工学

このように新しい問題が次から次へと出てき
てはいるが，従来からある問題が完全に解決さ
れているかというと，残念ながらNOである．す
なわち信頼性の高いソフトウェアをいかに効率
良く開発するか，という永遠の問題がある．
ソフトウェア工学は情報に関わる工学分野の

基礎であるが，認識はまだまだ十分ではなく，研
究者の層も薄い．しかしながらソフトウェア工
学をある程度マスターした技術者が関わってソ
フトウェア開発を進めないと，現在ソフトウェア
が抱えている問題は増大することはあっても減
少することはない．このような駄文ではあるが，
ソフトウェア工学の必要性をより深く理解して
頂くことに少しでも寄与できれば幸いである．
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夢の音声言語処理技術の実現に向けて

堀 智織
Mitsubishi Electric Research Laboratories (MERL)

1. はじめに
本稿は，6年前に綴ったCarnegie Mellon Uni-

versity (CMU)の研究員時代と子育てに専心した
専業主婦時代の “ピッツバーグとボストンに暮ら
して”（人工知能学会誌 26巻 2号，2011年 3月掲
載）の続編です．2007年に日本に帰国後，音声翻
訳の名門研究所である Advanced Telecommuni-

cations Research Institute International (ATR)

の音声言語コミュニケーション研究所に入所し，
2009年に情報通信研究機構 (National Institute

of Information and Communications Technology:

NICT)に移籍しました．8年間日本国内で研究
した後，ボストンの三菱電機の研究所MERLに
移籍いたしました．
1998年に初めて音声認識研究に携わり，気が

付くと約 20年が経ちました．音声認識技術の実
用化が進む中，一研究者として最先端技術の研
究に携わり，更にプロジェクトを率いて国際的
な連携と競争を乗り越え，基礎研究の成果を実
用化に向けて技術移転した経験を御紹介いたし
ます．また，毎日のように希望と畏怖の念をもっ
て話題にのぼる「AI」について，今後の展望を
感じるままに述べたいと思います．
2. ATR音声言語コミュニケーション研究所
ATRという研究所は，世界中の音声研究に携

わる 45歳ぐらい以上の研究者であれば，知らな
い者はいないというほど，音声言語処理研究の
最先端の研究所として有名でした．現在，深層学
習の権威として知られているGeoffrey E. Hinton

教授も，1989年にニューラルネットワークを用
いた音響モデルに関する論文を ATRから発表
しています [1]．ATRが世界的に有名な研究所で
あったことから，2007年にATRに入所し，中村

哲所長（現，奈良先端大教授）の下，音声言語
処理の研究ができることを誇らしく思いました．
ATRでは音声対話とネットワーク型音声翻訳

の研究開発を行いました．2007年当時，音声認
識，機械翻訳，発話理解には統計的手法が用いら
れていましたが，対話制御はルールベースのシ
ステムが主流で，わずかに統計手法の研究がある
に留まっていました．音声対話の研究には，統計
手法を用いるための学習用データが十分に無い
という問題がありました．ATRでは，100名の被
験者を対象に京都観光案内の音声対話データを
大規模に収集し，Weighted Finite-State Trans-

ducer (WFST)に基づく統計的対話制御の研究
を行うことができました．
ATRは音声翻訳に必要な様々なデータを収集

し，現在の音声言語処理技術の基盤となる研究
開発を推進しました．素晴らしい研究環境に多
くの人材が集まり，現在世界で活躍する多数の
音声言語処理の研究者を輩出したという意味に
おいて，非常に重要な役割を果たしました．一
方，ATRは旅行会話を対象に平均 10単語の読
み上げ音声のための音声認識の研究を主眼に据
えていたため，汎用的な実時間大語彙連続音声
認識技術の研究については，十分に行われてお
りませんでした．
3. 情報通信研究機構 (NICT)

2009年，研究所再編により名門 ATRの音声
言語コミュニケーション研究所が廃止となりま
した．まさか自分がATRの音声研の最後の研究
員となるとは思っておりませんでしたので，衝
撃的な一瞬でした．その後，幸いなことに独立
行政法人 NICTにて，変わらず音声対話・翻訳
の研究を続けることができました．
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音声言語処理は音声認識システムの出力に基
づいて駆動するシステムなので，実時間大語彙
連続音声認識の技術は，音声コミュニケーショ
ンのシステムにおいてなくてはならない技術で
す．しかしながら，NICTにおいても，最先端
の実時間大語彙連続音声認識システムは存在し
ておりませんでした．
音声認識の研究は，音響特徴抽出，音響モデ
ル，言語モデル，認識デコーダの四つに大きく
分けることができ，信号処理，パターン識別，確
率モデル，言語処理，高速計算アルゴリズムなど
様々な技術を用いて，実時間大語彙連続音声認
識を実現しています．50年に及ぶ研究開発を経
て，大規模な学習データに基づく高精度な音響
モデルと言語モデルが学習可能になる一方，最
適単語列を実時間で十分に探索できないという
デコーダに関する問題が残されていました．
日本国内では，1997年に京都大学で河原達也
教授と李晃伸氏（現，名古屋工業大学教授）が
大語彙連続音声認識システム Juliusを研究開発
し，広く公開することで研究開発を推進しまし
た [2]．2000年には，AT&Tが発表したWeighted

Finite-State Transducer (WFST)に基づく音声
認識は，より多くの候補を実時間で探索可能と
する画期的な手法として提案されました．筆者
は，2002年から NTTのコミュニケーション研
究所に在籍し，新聞記事を対象とした質問応答
システムのための固有名詞に基づく超大語彙連
続音声認識の研究開発に携わりました [3]．NTT

のWFSTに基づく音声認識システムは，2010年
に衆議院の議事録システムのデコーダとして導
入されています [4]．

2007 年には，恩師である東工大の古井貞煕
教授（現，Toyota Technological Institute at

Chicago学長）の下で，WFSTに基づく音声認識
システムT3デコーダが開発され，一般に公開さ
れました．NICTに高精度な音声認識システムが
必要であったことから，T3の開発者であるPaul

R. Dixon氏を 2010年に NICTに誘いました．
2011 年，NICT 音声研の河井恒室長（現，

NICT 先進的音声技術研究室）が，音声認識
デコーダを研究する Advanced Decoder Team

(ADT)を任せて下さいました．研究マネージャ
としての第一歩です．外国人研究者中心の小さ
な研究グループでしたが，最先端の音声認識シ
ステムの構築に専心しました．
2009年から，ネットワーク型多言語音声翻訳
のための国際連携，音声認識システムの刷新，技
術移転による国内スマートフォンへの応用を経
て，2012年より音声言語コミュニケーション研
究室の室長となり，音声言語処理技術全般を主
導することとなりました．国立研究所の音声研
として “What ought to be”を実践できる好機で
あると捉え，基礎・開発研究，国際連携・競争で
日本国内に留まらず，世界中を飛び歩きました．
2014年，東京オリンピックに向けてNICTに

新たに先進的音声翻訳研究開発推進センターが
発足しました．多言語音声認識システム開発の
ため，元上長であった河井恒氏が先進的音声技
術研究室室長として NICTに戻られ，基礎から
開発に軸足が移されました．一方，世界では深
層学習を用いた新しい技術が爆発的な勢いで生
まれて続けていました．一研究者として未来の
技術を作りたいと，2015年 3月にNICTを辞し
てボストンのMERLに移籍いたしました．
4. 国際競争
近年，研究室を超えた研究開発の更なる推進を

目的に，競争型ワークショップ（チャレンジ）が
多く開催されています．データを共有し，様々な
手法の性能評価を繰り返すことで，技術開発を推
進します．アメリカの NIST (National Institute

of Standards and Technology) や DARPA (De-

fense Advanced Research Projects Agency)の競
争型プロジェクトが原形です．
NICTにおける音声認識の研究を推進するた
め，2011年に多言語音声翻訳の競争型ワークシ
ョップ IWSLTに参加しました．筆者らは TED

の英語講演音声を対象とした音声認識トラック
に参加し，欧米列強の音声認識グループと競い
合いました (https://www.ted.com/)．結果は単
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語正解精度 −10%という大差で先頭集団から遠
く引き離され，孤立最下位でした．あまりにも
多くの課題に，どうしたものかと頭を抱えたの
を覚えています．
翌年 2012年には，認識性能・速度で勝ってい
たWFSTに基づく新システムに乗り換え，再度
IWSLTに挑戦しました．幸いなことに，首位を
獲得し，汚名を返上することができました．勝
利の要因は，他グループのデコーダでは大語彙
の言語モデルを用いて十分な探索をすることが
できなかったこと，更に我々のデコーダが高速で
あったことからパラメータチューニングに対し
て様々に試すことができたことにあります．2014
年までの 3年間，TED英語音声認識タスクで首
位をキープしました．世界規模のパソコン会社
や大手ソフトウェア会社のビデオチャットアプリ
ケーションの研究開発グループから，NICTの
システムを使えないかと打診を受けたのは，知
名度が上がったことを示しており，非常に嬉し
く思いました．我々の音声認識技術はATR-Trek

に移転され，NTTドコモや auのスマートフォ
ンの音声認識に導入されました．研究者名利に
尽きる一瞬です．
現在，Google, Apple, Amazon, Microsoft な
ど音声認識技術を無料で提供しています．今後，
音声言語処理の研究はどこに進んでいくのかに
ついては，2014年の情報処理学会の音声言語情
報処理研究報告書の “「音声認識」は今後こうな
る”を御覧下さい．
5. 国際連携
多言語音声翻訳を研究課題と据えていたATR

では，音声翻訳システムの多言語化を進めるた
め，国際研究コンソーシアム C-STARを結成し
ました [5]．その後，2006年にアジアでA-SATAR

が結成，更に 2010年NICTが主導の下，世界展
開すべく U-STAR [6] が結成されました．コン
ソーシアムでは，各国の多言語の音声認識，機
械翻訳，音声合成システムをネットワークで接続
し，多言語音声翻訳を実現することを目指しまし
た．システム間のデータ通信を統一化するため，

NICTの代表として ASTAP，ITU-TでModal-

ity Conversion Markup Language (MCML)の標
準化活動を行いました [7]．
既に様々な音声言語処理のアプリケーション

がネットワークを介して無料で公開され始めて
いたことから，短期決戦でなければ標準化でき
ないと思い，オピニオンリーダに対して，個別に
多言語音声翻訳の有用性と標準化による各国の
研究開発の推進における効果を訴えました．採
決では，当初は米国など 5つの国に反対されま
したが，各国の要求を仕様に反映させ，反対票
を減らしていきました．
筆者らが，既にA-STARでネットワーク型音

声翻訳実験を行っていたこと，ITU-Tで実際に
デモシステムを動かして見せることができたこ
と，更に多くのメンバーとともに多言語で実シ
ステムを運用するプロジェクトが進んでいるこ
とが幸いし，1年という短期間で皆さんの合意
を得て標準化されました．
無事に勧告に至ったことで，その後のコンソー

シアム拡大に弾みがつき，多言語音声翻訳アプ
リケーションを iPhone，Androidで公開するこ
とでデータ収集と技術の研究開発を推進しまし
た．2010年結成当初，U-STARはA-STARから
の 8機関のみでしたが，アジアから 7機関追加
加盟しました．更に，既存のヨーロッパ言語の
音声認識システムを繋ぐべく，ヨーロッパを横
断的に行脚して音声認識の研究者を誘い，26機
関に拡大しました．現在では 37機関がU-STAR

多言語音声翻訳システムの研究開発を行ってお
ります [6]．
6. 人工知能
人工知能とは，コンピュータを使って、学習・

推論・判断など人間の知能の働きを人工的に実
現したものとされています．現在多くの人が魅
了されている「AI」とは何だろうと観察すると，
「特徴が複雑で単純には物理的に特徴を定義で
きない問題に対して，特徴抽出を含めて深層学
習しているもの」，あるいは「新たに設定された
計算機のための魅力的なタスク」を指している
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ように思います．例えば，絵や写真にゴッホの
ような作風を加える問題は，何を特徴とすれば
よいのかということから非常に難しい問題です．
タスクとしても，今まで見たことがないタスク
で，非常に魅力的です．音声言語処理技術でも
ニューラルネットワークを用いて劇的な性能改
善が報告されています．その動向の詳細は，日
本音響学会誌 73巻 1号 (2017)の “ニューラル
ネットワークを用いた音声言語処理”に譲りた
いと思います．
続々と試されてる新しいAI技術を用いて，果

たして 10年，20年後にどのような世界になる
のか，本当に楽しみです．AIの技術が発展した
ら人間の生活が脅かされるという説もあります
が，むしろAIにより過酷な労働環境で働く人々
が減る，効率的な情報取得，意思決定ができる
ようになり，人間はより人間らしく，情操的か
つ創造的な活動に時間を費やすことができるよ
うになるものと思います．
7. 夢の続き
渡米して 2年が経ち，「見えない壁があるんだ
よ！」と言語の壁に苦しんでいた息子は，父母
の背丈を超え，アメリカの中学生生活を楽しん
でいます．
MERLでは，DNNを用いた次世代の音声言

語処理技術として，音声強調，End-to-End音声
認識，音声対話のためのシステム応答生成，自
然言語によるビデオの場面理解 [8]を研究して
おります．これまで，音響, 要約，対訳，それ
らの特徴量に基づく文生成の研究をしてきまし
た．現在行っている動画と音情報の特徴量に基
づくビデオの説明文生成 [8]と人間対人間の対話
データを基にした応答文生成は，どちらも文生
成の技術です．更に現在，対話技術の競争型ワー
クショップDSTC6において，MERLは End-to-

End Conversation Modeling Track [9] をオーガ
ナイズしています．
なぜ，ロボットとの対話に文生成が必要なの
か？ 人間は言語を用いてほかの人間と理解し
合います．人間は知識を言語で表現して情報と

して蓄えます．人間とロボットが相互に理解し
合うには，ロボットが人間の置かれた環境を理
解し，更にその理解に基づいて人間とコミュニ
ケーションするため，ロボットの知識を自然言
語で表現する必要があるのです．
今から 13年前の 2004年，ピッツバーグ中の
人々が集まったのではないかという熱気の中，
CMU の講堂で Honda の人型ロボット ASIMO

が紹介されました．聴衆の 1 人だった筆者は，
いつかロボットに音声対話システムを載せたい
と講堂の片隅で強く願いました．11年後の 2015

年，筆者が研究開発を指揮したNICTのWFST

に基づく音声対話システムが ASIMOに載せら
れ，マルチリンガル対話ロボットとして報道発
表が行われました [10]．夢の実現の第一歩です．
人間がロボットと共生する世界を目指して，ま
だまだ研究開発の夢は続きます．
最後になりましたが，人間は 1人では何もで

きません．幸運にも様々な機会に恵まれたこと
は，陰に日向に応援して下さる方々があっての
ことです．応援して下さった皆様に深く深く感
謝しつつ，更に夢に向かって精進して参ります．
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編集後記 ▼本誌に記事を御執筆頂きました著者の皆様に心より御礼申し上げます．不慣れな小生を著者の
方々や編集委員をはじめ関係者の皆様には暖かく御支援頂いたおかげをもちまして，無事発刊となりました．
ありがとうございました．（主担当：吉仲）▼会誌の編集作業は初めての経験でしたが，御執筆頂いた先生方
や編集委員会のメンバーから多大なる御支援を頂くことができ，無事に発行することができました．色々な
分野の方に読んで頂けると幸いです．（副担当：松原）

24






	p1
	0002_mokuji
	0003_03
	0004_0007_04
	0008_0009_05
	0010_0011_06
	0012_07
	0013_08
	0014_09
	0015_10
	0016_0017_11
	0018_0021_12
	0022_13
	0023_15
	0024_16
	0025_14
	p26

